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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。 

皆さんは最近、ゆっくりと歩いてみたことはありますか？ 呼吸を整えて、ゆっくりと自分に

とって適度なスピードで歩いているとき、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ご

す中では見過ごしがちなものに気が付くことがあります。月に一度、皆さんがふっと一息つき、

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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************************************************************************************ 

【１】北海道における自殺の現状 

◇令和7年8月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 7年 8月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 7年 8月の北海道の自殺者数は 70 人でした。また、全国の自殺者数は 1,342 人、その

うち男性は 925 人、女性は 417人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和7年8月末と令和7年7月末の月別自殺者数の比較         （単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 8月 70 1,342 925 417 

令和 7年 7月 69 1,546 1,042 504 

前 月 比 +1 -204 -117 -87 

 

令和 7年 8月の自殺者数は、前月比では、北海道において増加、全国（総数・男性・女性）

において減少でした。全国 47 都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 12、減少したのは 34、

変化なしは 1でした。 
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2. 令和7年8月と令和6年8月の月別自殺者数の比較           （単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 8月 70 1,342 925 417 

令和 6年 8月 98 1,623 1,111 512 

前 年 比 -28 -281 -186 -95 

 

前年同月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少でした。また、全国 47

都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 13、減少したのは 28、増減なしは 6でした。 

 

参考文献 

警察庁、2025、「自殺統計」、https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/jisatsu.html 

 

◇令和6年度「過労死等の労災補償状況」について［厚生労働省］◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、令和 7年 6 月に厚生労働省より公表された令和 6年度「過労死等の労災補償状況」

から、業務災害に係る精神障害に関する事案の労災認定件数および自殺と自殺未遂に関する認

定件数をまとめます。なお、件数は年度集計であり、請求と支給決定は計上のタイミングが異

なります。 

本資料は、「過重な仕事が原因で発症した脳・心臓疾患」と「仕事による強いストレスなど

が原因で発病した精神障害」の状況について、労災請求件数や、業務上疾病と認定し労災保険

給付を決定した支給決定件数などを年 1 回、取りまとめているものです。なお、自殺について

は、平成 11年「業務上の（長時間労働や仕事の大きなストレスによって発症した）精神障害に

よって、正常の認識・行為選択能力が著しく阻害され、又は自殺行為を思いとどまる精神的な

抑制力が著しく阻害されている状態で自殺が行われたと認められる場合」のことを指します。 

 

1. 精神障害の労災補償状況（全国）                    （単位：件数） 

 

※1 自殺は、未遂を含む件数。 

  2 （ ）内は女性の件数で、内数。 

 

令和 6年度は、全国で精神障害の労災認定件数が 1,055 件（前年度比 72件増加）でした。こ
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の中には自殺と自殺未遂が 88 件（男性 81 件、女性 7 件）含まれ、こちらは前年度と比べて 9

件増加となりました。 

 

2. 精神障害における請求、決定及び支給決定件数（北海道）          （単位：件数） 

 請求件数 決定件数 

 うち支給決定件数 

 うち自殺  うち自殺  うち自殺 

令和 6年度 118（59） 6（0） 95（51） 8（1） 45（20） 6（1） 

令和 5年度 125（64） 11（0） 99（42） 12（0） 45（18） 5（0） 

前 年 比 -7（-5） -5（±0） -4（+9） -4（+1） ±0（+2） +1（+1） 

※1 自殺は、未遂を含む件数。 

  2 （ ）内は女性の件数で、内数。 

 

令和 6年度北海道における精神障害の労災認定件数は 45 件（前年度比同数）でした。この中

には自殺と自殺未遂が 6件（男性 5 件、女性 1 件）含まれ、こちらは前年度と比べて 1件増加

となりました。 

 

3. 精神障害の出来事別決定及び支給決定件数、上位の出来事（全国）      （単位：件数） 

 決定件数 

 うち支給決定件数 

 うち自殺  うち自殺 

上司とのトラブルがあった 953（503） 31（9） 38（12） 4（1） 

上司等から、身体的攻撃、精神的攻撃

等のパワーハラスメントを受けた 

389（178） 17（1） 224（101） 10（1） 

仕事内容・仕事量の大きな変化を生じさ

せる出来事があった 

358（138） 53（4） 119（40） 21（0） 

同僚とのトラブルがあった 217（137） 7（4） 4（0） 0（0） 

顧客や取引先、施設利用者等から著し

い迷惑行為を受けた 

207（155） 1（0） 108（78） 1（0） 

※1 自殺は、未遂を含む件数。 

  2 （ ）内は女性の件数で、内数。 

 

 令和 6 年度全国では、「特別な出来事」・「その他」を除く 28項目のうち、決定件数の多か

った 5 項目は上から「上司とのトラブルがあった」、「上司等から、身体的攻撃、精神的攻撃

等のパワーハラスメントを受けた」、「仕事内容・仕事量の大きな変化を生じさせる出来事が

あった」、「同僚とのトラブルがあった」、「顧客や取引先、施設利用者等から著しい迷惑行

為を受けた」でした。 
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4. 精神障害の年齢別請求、決定及び支給決定件数（全国）           （単位：件数） 

 請求件数 決定件数 

 うち支給決定件数 

 うち自殺  うち自殺  うち自殺 

19歳以下 34（18） 3（0） 28（18） 2（0） 8（3） 2（0） 

20～29歳 733（470） 37（12） 720（462） 49（10） 243（147） 16（3） 

30～39歳 889（453） 38（5） 821（405） 48（6） 245（115） 17（2） 

40～49歳 1041（515） 52（9） 977（453） 60（6） 283（120） 31（0） 

50～59歳 870（403） 54（5） 779（361） 45（4） 225（91） 17（2） 

60～69歳 213（104） 18（2） 169（85） 11（1） 51（27） 5（0） 

※1 自殺は、未遂を含む件数。 

  2 （ ）内は女性の件数で、内数。 

 

令和 6 年度全国において自殺に関する請求件数が一番多かった年齢層は 40 歳代で 1,041 件、

次に 30歳代 889 件、50歳代 870件と続きます。支給決定件数が一番多かった年齢層は 40歳代

で 283件、次に 30歳代で 245 件、20歳代 243件と続きます。 

 

今年度は、精神障害の請求件数、労災決定件数、支給決定件数はいずれも 1983年度の統計開

始以降最多となっています。そのうち、自殺に関する請求件数は令和 2年の 155件以降増加傾

向にあります。一方で労災決定件数、支給決定件数は令和元年以降減少傾向にありましたが、

令和 6年度は昨年に続き前年度比増加となりました。 

 

仕事や職業生活に関することで、強い不安や悩み、ストレスを感じている労働者は数多くい

ます。心身の不調がある際は、専門の相談機関に相談されることをお勧めします。また、相談

窓口の設置やメンタルヘルスケアのための体制づくりなど、上司・同僚が不調に気づいた際に

ゲートキーパーとして、その方のサポートをしてあげられる環境づくりが求められます。 

 

○ ご相談先はこちら 

こころの耳（ポータルサイト） ホームページ： 

https://kokoro.mhlw.go.jp/ 

『過労死等を防止するための対

策BOOK』（厚生労働省） 

ホームページ： 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_

roudou/roudoukijun/karoushizero/index.html 

 

参考文献 

厚生労働省、2025、「令和 6 年度過労死等の労災補償状況」、https://www.mhlw.go.jp/stf/new

page_59039.html 
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【２】自殺について知ろう 

◇事業報告 令和7年度行政課題研修「自殺対策研修」◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

令和 7年 9月 5日、北海道立精神保健福祉センター主催の令和 7年度行政課題研修「自殺対

策研修」が行われました。本研修は、精神保健福祉業務に携わる職員が、「自殺対策の現状や

施策、ポストベンション（事後対応）支援について学び､地域における自殺対策の取組が推進さ

れること」をねらいとして行われ、43名の参加がありました。 

 

○ 内容 

内        容 

開会挨拶 

１ 行政説明 「北海道の自殺対策施策について」 

北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課精神保健医療係 

２ 講義１  「地域における自殺予防対策の進め方」 

北海道立精神保健福祉センター 

３ 実践報告 「ポストベンションを通じた地域づくり 

        ～ポストベンション支援とゲートキーパー研修に取り組んで～」 

北海道立精神保健福祉センター 

留萌保健所 

留萌保健所管内市町村 

４ 演習１  「地域のポストベンション支援体制づくり」 

５ 講義２  「自死遺族の心理と相談対応～個別支援と集団支援」 

北海道立精神保健福祉センター 

６ 当事者メッセージ 

自死遺族の会代表 

７ 演習２  「自死遺族の相談対応」 

一日の振り返りとまとめ及び閉会挨拶 

 

➢ 自殺の現状について 

行政説明 「北海道の自殺対策施策について」 

北海道の自殺の現状や全国や北海道の自殺対策施策について説明があり、参加者からは、「北

海道の自殺対策の動向について知れた」という意見や自殺が増加した／減少した理由などのよ

り深掘りした分析への期待もありました。 

 

講義１ 「地域における自殺予防対策の進め方」 

北海道の自殺の現状や女性、「こどもの自殺対策緊急強化プラン」を含めた子ども・若者の

自殺対策、市町村の自殺対策計画策定に関する講義がありました。また、自殺対策は、市町村

が核となり長期的に継続して取り組むものですが、地域における自殺対策には専門的スキルが

必要で、各市町村だけで自力で取り組むには困難が場合も多くあります。そのために、従来か

ら構築されている精神保健における重層的支援体制の活用や必要に応じて自殺対策の専門家の

助言を得られる体制の構築が大切になります。参加者からは、「参考になる資料やツールにつ

いて知れて良かった」、「自殺対策のロードマップや自分の地域の実情を踏まえた対策につい

て考えられるようになった」といった意見が寄せられました。 
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➢ 地域のポストベンション支援について 

実践報告 「ポストベンションを通じた地域づくり～ポストベンション支援とゲートキーパー研修に取

り組んで～」 

北海道立精神保健福祉センターからの報告では、コンサルテーションと技術支援をする立場

から、「ポストベンション支援は村の保健師が心配な人へそっと声をかけることから始まった。

一人、一組織で抱え込まない手を取り合う支援が重要だった」と、日頃の相談支援の力やつな

がりの重要性について言及しました。 

留萌保健所からの報告では、時系列順に、検討課題や会議の設置についてまとめて報告され

ました。その中で、まず事業所の「なんかしなければ」という思いがあり、市町村との関係が

あって、ポストベンション支援へとつながり、気持ちを話せる安心して生活できる地域づくり

につながった、とまとめました。 

留萌保健所管内市町村からの報告では、実際に事業所の方と接する立場から、「ポストベン

ションは専門的な内容でデリケートな問題としつつも保健所や精神保健福祉センターに相談す

ることを勧め、ゲートキーパー研修の有用性や普段から顔の見える関係づくりを進めておくこ

とが大切」と話されました。 

 

演習１ 「地域のポストベンション支援体制づくり」 

ポストベンション支援体制づくりについての意見交換が行われました。参加者からは「自分

の地域の見直しや、他地域との交流について改めて考えるきっかけとなった」「顔の見える連

携が必要であることが意見交換をとおして理解できた」といった声がありました。 

 

➢ 地域の自死遺族支援について 

講義２  「自死遺族の心理と相談対応～個別支援と集団支援」 

突然親しい人を亡くし遺された人々の複雑な心情や支援者としての基本的な姿勢について学

びました。自死遺族はたくさんいて、その心理は複雑です。支援者にはそのこころを傾聴し、

学ぶ姿勢が求められます。個別支援、集団支援いずれの方法もあります。不幸にして自死が生

じてしまった場合、遺された人々への心理的影響を可能な限り少なくする取組が重要になりま

す。参加者からは「自死遺族の方の基本的な理解が深まった」「後の当事者メッセージや演習

と併せてより理解できた」といった感想がありました。 

 

当事者メッセージ 

自死遺族の方からご自身の体験についての語りがありました。参加者の中には、当時、そし

て現在の登壇者の複雑な心情、悲しみがこころに刺さり、目に涙を浮かべながら聴いている方

もいました。研修会後のアンケートからは、「辛い体験を話してくれたことへの感謝」や「追

体験したような感じで自身も辛い気持ちになった」といった声が数多く寄せられました。また、

「メッセージを踏まえて、力になれる保健師でありたい、自分のできること、自死遺族の会の

立ち上げや地域でできることを考え続けたい」という今後につながる意見もありました。 

 

演習２  「自死遺族の相談対応」 

 自死遺族の方への相談対応について、ロールプレイを行い、その後、意見交換が行われまし

た。参加者からは「シナリオによる体験と立場の違いを感じることで自死遺族の心理の理解が

深まった」「地域事業の企画等の参考となった」といった声がありました。 

 

○ 研修会を終えての感想 

今回の研修は、自殺対策の中でもポストベンション支援体制づくりや自死遺族支援に重きを

置いた内容となっていました。これは、すでに親しい人を亡くし遺された人への対応であり、

遺された人はもちろん支援者の側も辛い思いをする支援になります。このような難しい支援で
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はありますが、研修会の参加者からは、「相談窓口や普及啓発、ゲートキーパー研修の実施な

ど今からできる取組についての言及」や「地域での顔の見える関係づくりを進めたい」などの

前向きな意見が多く寄せられました。大変なことだとは思いますが、誰も自殺に追い込まれる

ことのない社会、生き心地の良い地域づくりのため一歩一歩進んでいただきたく思います。 

 

○ 相談窓口 

こころの健

康について 

こころの電話相談 

【直通】011-864-1294 ※札幌市民以外の道民が対象となります。 

受付時間：（月～金）9：00～17：00（12月29日～1月3日は除く） 

【全国共通ナビダイヤル】0570-064-556 

受付時間：（月～金）9：00～21：00、（土日祝）10：00～16：00（12月29日～

1月3日は除く） 

ホームページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hu

kushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/kokoro_dial.html 

各道立保健所精神保健担当課 

ホームページ： 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/dourituhokennsyo.html 

各市町村保健担当課 

札幌こころのセンター 

電話番号：011-622-0556 

対象：札幌市内の方 

受付時間：（月～金）9：00～17：00 

ホームページ：https://www.city.sapporo.jp/eisei/gyomu/seisin/couns

eling/index.html 

北海道いのちの電話 

電話番号：011-231-4343 

受付時間：毎日24時間 

ホームページ：https://www.inochi-tel.com/ 

北海道家庭生活総合カウンセリングセンター 

電話番号：011-261-0811 

受付時間：（月～金）10：00～16：00 

ホームページ：http://counseling.or.jp/ 

よりそいホットライン 

電話番号：0120-279-338 

受付時間：毎日24時間 

ホームページ：https://www.since2011.net/yorisoi/ 

自死遺族の

方に向けて 

北海道立精神保健福祉センター 

電話番号：011-864-7000 

受付日時：（月～金）8：45～17：30 

ホームページ：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

全道の自死遺族グループ 

（北海道立精神保健福祉センター内HP「大切な人をなくされた方へ」） 

ホームページ：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/153001.html 
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【３】お知らせ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日 

土曜・日曜・祝日（12 月 29 日～1月 3 日を除く）    

9:00～21:00 

10:00～16:00 

（直通）Tell: 011-864-1294 

※札幌市民以外の道民が対象 

（全国共通ナビダイヤル）Tell: 0570-064-556 

※厚生労働省 こころの健康相談統一ダイヤル 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの健康SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

【４】編集後記 

北海道はようやく暑さが落ち着き、少しずつ秋の様相となってきました。この時期が一年で

一番ご飯が美味しく、ぐっすり眠れるタイミングですので、心ゆくまで満喫したいと思います。

一方で、少しずつ日が短くなってきて、寂しさを感じる季節でもあります。もう今年の終わり

も見えてきたなと、一年の短さに驚きです。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.196は、令和 7年 10 月末に北海道立精神保健福祉センターホームページ上で公開予

定です。 

 

＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

Tel 011-864-7121／Fax 011-864-9546 

URL https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail hofuku.seishin1@pref.hokkaido.lg.jp 


